げいしゃ 

だね。 そいつが 事件 後 丸 一 年 目に 或る 芸妓の ヒドィ 近 

眼のお 蔭で 的確に 足が付いた。 すぐに 犯人が 捕まつ 

たって え 話 はどう だい。 珍ら しいかね。 実は これ は 

吾々 にと つ ちゃ 実に 詰まらん 失敗 談だ がね。 探偵 談な 

ん ていう の も 恥 かしい くらい トン チン カンな、 単簡 明 

瞭な 事件なん だが …… 。 

なお 面白い …… ずるい な あ、 とうとう 話させられる 

ゝ o 

力 

もう 古い 話 だ。 明治 四十 一年 てんだ から 日露戦争が 

済んだ アト だ。 幸徳 秋水の 大逆事件の 前 だつ けね。 

チット 古 過ぎる かね。 …… 構わん か …… 。 



ずいぶん 古い 話 だが - J の 事件ば つかり は、 どうして 

も 忘れられない 変 テコな 印象が ハツ キリ 残って いるん 

だよ。 何故 だか わからな いが、 メチ ヤメ チヤに なった 

被害者の 顔と か、 加害者の 若い 青白い 笑い顔と か、 そ 

の 間に 挟まった 芸妓の ォ ドォド した 近眼と かいう もの 

が、 不思議な ほど ハツ キリと 眼に 残って いる。 

話の 筋道 は 頗る 簡単 だが ね。 ほかの 事件と 違って 

何だか、 こう 考えさせられる 深刻な、 シン ミリした と 

ころが あるよう に 思 うんだ。 

あ きた 

事の 起り は 在り 来りの 殺人事件だった。 

飯 田 町の 或る 材木屋の 主人で、 苗字 は 忘れた が 金 兵 



が 全く わからな いのに は 弱った よ。 いくらでも 足跡が 

在る に は 在 るんだ が、 ハツ キリした の は 一 つもない。 

屍体の 近くに 二 個所ば かり 強く 踏み 躪 つて あるの が 兇 

行 当時の 犯人の 足跡ら しかった が、 単に 下駄 じ やない 

という 事が わかる だけで 推定 材料に は テン デ ならない。 

むじん こう がまぐち 

被害者の 懐中物 は 無尽 講の 帳面が 二 冊 キリ。 蟇 口 も 煙 

草 I ^もない。 …… という 極めて サッ パリした 現場なん 

だ。 

その 時の 現場に 出張して いた 連中 はかなり 大勢 だつ 

た。 少々 大袈裟だった かも 知れない が、 仕事が 閑散 

こうじまち 

だった せいだろう。 最初に 麴町署 から 来た 四 五 人の 



やつ 

ると 見えて、 顔色が 真青に 窶れて いる。 おまけに 妙に 

ォ ドォド した 眼 付で こっち を 見る 表情に、 昔の ような 

人な つ こい 愛く るし さが アト カタ もない よう だ。 

占めた …… と 思いながら 何 喰わぬ 顔で 話 を 聞いて み 

ると、 愛子 は 金 兵衛に 死別れ てから、 ^ 妓を 廃業て、 

おふくろ 

義理の 母親と 一緒に 煙草屋 専門で 遣って みた。 すると 

近所の 会社員 や、 工場の 職人た ちが 盛んに 買いに 来て 

くれる ので、 結構 やって 行ける 事が わかった。 しかし 

一 方に 養母が、 芝居と、 信心と、 寝酒の 道楽 を 初めて、 

死んだ 金 兵衛の 伝で グング ン臍繰 を カスリ 取る 上に、 

良い 縁談 を みんな 断って しまう ので、 愛子 は 朝から 晚 



「前文 御 めん 下さい。 僕 は 貴女に 感謝し なければ な 

き のう きリ 

りません。 昨日 偶然に 僕と、 貴女と あすこで 二人 切 

になった 事 を、 貴女 は 記憶して おられる でしよう。 

あの 時、 貴女の 横に 腰 を かけて いたの は 警視庁の 思 

想 犯 係の 刑事だった のです。 そう 気付いた 時に 僕 は 

モウ 絶体絶命の 立場に いる 事 を 知りました。 貴女の 

前の 御主人の 事 を 根 掘り、 葉 掘り 聞いた 僕の 顔 を 貴 

女 は 記憶して おられる 害でした から。 

やつ 

それば かりで なく 僕 は、 貴女が 苦労に 窶れて おら 

れる姿 を 見て シ ミジ ミと 自分 の 罪 を 思 い 知り ま した _ 



な、 切ない 愛情 を タッタ 一 つ 抱いて、 満腔の 感謝 を 

捧げて 死んで 行きたい ために。 

僕 は 裏切者と なって、 貴女と 結婚して、 貴女 をェ 

タイの わからない 不幸な 運命に 陥れる に 忍びません。 

どうぞ 幸福に 幸福に 暮 して 下さい。 

淋しい 社会主義者より 

友 口 愛子 様 

この 手紙 は 直ぐに 焼いて 下さい。 貴女の 御 親切に 

B 頼し ます。 



る 事まで 話しました。 その 若い 方 は 何でも、 信 州の 或 

るお 金 持の 御 養子さん で、 東京へ 来て 高等 工業 学校へ 

這 入 つたが、 養家が 破産した ために 学校へ 行けな く 

なった。 それから 色々 苦労 をして 稼ぎながら、 築地の 

簿記の 夜学校へ 這 入って いるう ちに、 半年 振りに 養家 

の 残りの 財産が 自分の ものに なった から、 煙草 を 買う 

たんびに 思って いた 君 を 名指しに して 遊びに 来た。 こ 

れ から 時々 来る から …… といった ような お 話で、 お宅 

は 芝の 金 杉と いう 事でした が …… それ は それ は 御 親切 

な …… 」 

「 …… ふうん。 それから、 シッ ポリと いい： & になつ 



ヽ ヽ I 

ノノ 」 

と 空虚な 高笑い をした つけ。 実に サッ パリした いい 

度胸だった が、 聞いて る 吾々 は 笑おう にも 笑えない 気 

持が したよ。 

むろん 癩 に 障って いたから 大 深の 就縛 は 新聞社に 

やみ やみ 

は 知らせなかった。 そのまま 暗から 暗へ と 死刑に なつ 

のち 

てし まった が、 可哀 そうな の は 愛子で、 それから 後 チヨ 

イチ ョィ大 深へ 差 入れなん か をして いたらし い。 そう 

して 彼が 死刑に なった 事が 新聞に 出た 晚に、 自宅の 台 

くく 

所で 首を縊 つて 死んで しまった。 

遺書 も 何もなかった ので 原因 はわから ない が、 自分 
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